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代表取締役社長　藤崎 清孝

お客様が安心して取引できる
情報流通サービスを、国内のみならず
海外にも広げていきます。

2019年12月期第2四半期連結累計期間の
業績の振り返りをお願いします。

当第2四半期連結累計期間のオークネットグループの業績
は、売上高9,960百万円、営業利益1,331百万円、親会社
株主に帰属する四半期純利益659百万円となりました。
四輪事業においては、中古車オークションにおける市場動
向の好転に加え、営業施策等により出品台数が前年同期
を上回ったものの、成約率の高い輸入車ディーラー会員
からの出品減少により、成約台数は前年同期を下回りまし
た。一方で共有在庫市場では、ディーラー系・レンタリース
系のグループ間での取引台数が増加したため、成約台数
は前年同期を上回りました。この結果、売上高は前年同期
を上回りましたが、営業利益は前年同期を下回りました。
デジタルプロダクツ事業は、国内スマートフォンの販売不
振等の影響により、市場全体の流通台数が減少している
中、4月から主要取引先との業務受託範囲を拡大し、契約
内容を大幅に変更する等の施策や米国においてスマート
フォン流通を一部スタートしましたが、流通台数は前年同
期を下回りました。また、米国事業拠点の稼働準備や国内
センターの移転準備が一因となり、営業費用が増加してい
ます。その結果、売上高・営業利益ともに前年同期を下回
りました。
その他情報流通事業においては、主にブランド品において
貴金属を中心にマーケティング強化に努め、取扱高・成約
点数が前年同期を上回りました。その結果、売上高・営業
利益ともに前年同期を上回りました。

今後の成長戦略や重点取り組みについて
お聞かせください。

四輪事業は「既存流通の成長」と「新しい情報流通」をキー
ワードに、中古車流通活性化のための施策に注力してい

きます。「既存流通の成長」の観点では、ライブ中継オーク
ションで提供している自動応札システム「らくPOS」の利用
を促進します。これは入札時に、利用者の購入希望額に応
じて自動でランダムに応札するものです。5月より、「らく
POS」の利用範囲を拡大し、下期には落札率の向上を図る
新機能も追加予定です。一方、「新しい情報流通」の観点で
は、中古車の在庫登録や買取査定支援を行うアプリケー
ション「サテロクプレミアム」を用いた新しい流通サービス
を提供予定です。
デジタルプロダクツ事業は、下期は特に米国での事業を
推進します。2018年11月には現地法人を設立し、米国内
での操業に必要となる認証も取得しました。また、米国内
でのスマートフォン下取りシステム等を提供している企業
との資本提携を行い、販売の多様化および流通規模の拡
大を目指しています。
ブランド事業においては、引き続き米国企業と連携を強化
し、海外における事業拡大を目指します。中古バイク事業
では、レンタルバイク事業などの会員店支援サービスの充
実を図り、新規会員獲得のための各種施策に注力していま
す。詳細は特集ページをご覧ください。花き（切花・鉢物）
事業においても、入荷確定前の先行情報から欲しい商品
等を選択できるお取寄取引等を推進し、取扱高の拡大に
取り組みます。

最後に、株主の皆様へ
メッセージをお願いします。

当社ビジネスの特徴はオンライン・リアルタイムオークショ
ンにあります。「あしたの流通を創造する」をブランドステー
トメントと掲げ、お客様が実際に商品を見なくても安心し
て取引ができる情報流通サービスを、国内外に提供し続け
ることを目標としています。株主の皆様には、引き続きご
支援賜りますようお願い申し上げます。

社長インタビュー



当社では、株主の皆様への利益還元を
経営における最重要課題のひとつと位
置づけています。将来の事業展開と経
営体質の強化および設備投資等に備え
た内部留保を確保しつつ、連結配当性
向30%を目標として、継続的な配当を
行うことを基本方針としています。
この方針に基づき、当期の中間配当は
１株当たり13円（年間26円の予定）と
させていただきました。

株主還元について

連結財務ハイライト
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四輪事業
売上高
6,226百万円 (+1.7%)
セグメント利益
1,956百万円 (△0.7%)

デジタルプロダクツ事業
売上高
1,871百万円 (△10.5%)
セグメント利益
363百万円 (△69.4%)

その他情報流通事業
売上高
1,364百万円 (+3.0%)
セグメント利益
330百万円 (+11.8%)

（その他事業）



代表取締役社長　藤崎 清孝

そこが知りたい！ オークネット 中古バイク事業

オークネットグループは、中古車を扱う「四輪事業」、中古
スマートフォン・PC等を扱う「デジタルプロダクツ事業」、
ブランド品・中古バイク・花き（切花・鉢物）を扱う「その他
情報流通事業」と「その他事業」から構成されています。
今回は「その他情報流通事業」の「中古バイク事業」につい
てご紹介します。

■ 中古バイク事業のビジネスモデル
毎週木曜開催のオークション「アイ・モトオーク」に加え、即
決価格にて購入可能な「ワンプライス」、常時取引可能な
共有在庫システム「モト・バザール」等の市場を運営して
います。会員店支援サービスには「バイクの窓口」や「レン
タルバイク」等があります。

■ 中古バイクオークションの流れ
オークネットの中古バイクオークションは、オンラインで行うリアルタイムオークションです。
全国の中古バイクの仕入れ・換金が可能で、輸送コストや時間を削減することができます。

■ 会員店支援サービスの充実
中古バイク事業の収益の柱は、会員店様から
の会費収入とオークション手数料収入です。
利便性の追求のため、会員店支援サービス
のさらなる充実に努めています。

● バイクの窓口
「集客支援・小売支援・経営支援」の３つを軸
に、会員店様の経営を全面的にサポートする
サービスです。

月会費・検査料
出品料・成約料出品店様 落札店様月会費・落札料

陸送費

車両代 車両代

車検証等 車検証等
オークションおよび決済代行

陸送

中古バイク事業とは？
オークネットは、中古車と同様にオークション市場が形成されていた中古バイ
ク市場へ1993年に参入。現在ではオークションのみならず会員店支援サー
ビスも増え、会員店様のトータルサポートに力を入れています。

● 陸送＆名義変更代行サービス
引っ越しや遠方へのツーリングの際に利用可
能な個人向けサービス。全国各地へバイク
陸送が可能。名義変更代行も行います。

¥ ¥

¥ ¥

車両検査

安心のAIS検査
第三者機関である検査専
門子会社(株)AISにおける
検査は「信頼の証」としてデ
ファクトスタンダードとなっ
ています。

全国一律料金の陸送
日 本 全 国に有 する80か
所以上のデポ（物流拠点）
から、全国デポ間一律料
金でのバイク輸送が可能
です。

Point! Point!

情報流通サービス

会員店支援サービス



ユーザー様

レンタルバイク事業とは？
オークネットでは、販売・買取・整備をサポートする中古バイクオークションや共有在庫等の
情報流通サービスだけではなく、会員店支援サービスにも注力しています。中でも「レンタル
バイク事業」は、会員店様が自店の在庫を利用することで効率的に、負荷なくビジネスを始め
られることが特長です。ユーザーの皆様が日本全国の加盟店のバイクを気軽にレンタルでき
るよう、Webサイトの構築・運営にも力を入れています。

ツーリングはもちろん
試乗や代車として気軽に利用

レンタルバイク事業の仕組み

導入店様

K Used & Rental TOKYO （東京都大田区）

レンタルの流れ
続いて車両の説明。
バイク好きのお客様
と、機能やセッティン
グについて会話も
弾む

出発。試乗と異なり、
自宅のガレージに
入るかどうかまで
確認できるのがレ
ンタルの長所

事前予約はネットか
電話で。当日は転
倒時の補償等詳し
い説明を30分程度
かけて行う

(株)カワサキモータース
ジャパン 広報
赤地 佑介様

K Used & Rental
TOKYO 所長
林 亮二様

赤地 様— 当店は(株)カワサキモータース
ジャパンが初めてオープンした、レンタル
サービス・中古バイク販売専門の体感型
ショールームです。時代の流れが「所有」から

「利用」へと化しつつあることを踏まえ、まず
はフランチャイズ加盟でレンタルバイク事業
を開始することになり、複数の提携先候補を
検討。中でもオークネットは中古バイク事業
を手掛けてきた実績があり、「オートバイ文化
をきちんと日本に根付かせよう」というカワサ
キの志に理解があったので、お任せすること
にしました。
林 様— この店舗の特徴は、現行機種を全機
種・全色揃えている点です。新モデルも発売
日からレンタル可能。通常のショールームで
は、機種の色はカタログで見るしかない場合

全国120以上のバイク店が加
盟。導入後もオリジナルキャン
ペーンや販売促進の提案をす
る等、サポートサービスが充実
しています。

コールセンター
Webシステム

集客ツールを提供

Webサイト
運営

Webサイト
閲覧

レンタル

予約・
代金支払い

システム利用料
共同広告費
ロイヤリティ

もあります。新車のセールスもないので、皆
さん気軽に、笑顔で来店されます。
赤地 様— バイクの色を実際に見て確かめた
い、乗りたい、エンジン音を聞いてみたいとい
うお客様の一時的欲求を満たし、購入へつな
げる役割を果たしているようです。従来の中
古バイク販売やレンタル事業とは違う、思って
もみなかったビジネスになりそうです。
林 様— 当店では、比較的新しいレンタル車
も、モデルやカラーが変更後、すぐに中古車
として販売します。そうすることで在庫の回
転率を上げ、「市場にあまり出回っていない
新機種の中古車を買いたい」というニーズに
応えることもできます。1年に1度のペースで
ほとんどが新モデルに入れ替わるレンタル店
は、他にないのではないでしょうか。

「従来のレンタル事業とは違った
ビジネスになりそうです」

¥
¥

レンタルバイク事業に密着！



インフォメーション

会社概要	 （2019年6月30日現在） 株主メモ	 （2019年6月30日現在）

会 社 名 株式会社オークネット
英 文 社 名 AUCNET INC.
創 業 1985年6月29日
資 本 金 1,719百万円 
連結従業員数 677名 （2018年12月31日現在）

上 場 区 分 東京証券取引所市場第一部
本社所在地 東京都港区北青山二丁目5番8号 青山OMスクエア
代 表 電 話 TEL：03-6440-2500　FAX：03-6440-2510

事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 毎事業年度終了後3カ月以内
剰余金の配当の基準日 期末配当　毎年12月31日

中間配当　毎年  6月30日
単元株式数 100株
公告掲載方法 電子公告により行う。ただし電子公告によることが

できない事故その他やむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に掲載して行う。

公告掲載URL https://ir.aucnet.co.jp/ja/announcement.html
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
取 扱 場 所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部

オークネットでは、株
主・投資家の皆様に
対して、ユニークゆえ
に理解しづらい私た
ちの特徴や強みを、
Webサイト上でわか
りやすく紹介してい
ます。ぜひご覧くだ
さい。

よくわかる ！ オークネットのご紹介
■ 企業サイトTOP

■ よくわかる ！ オークネットTOP事業の特徴を
わかりやすく紹介

QRコードはこちら

注　所有株式数の割合は、自己株式（169株）を控除して計算しています。

株式情報	 （2019年6月30日現在）

役員	 （2019年6月30日現在）

発行可能株式総数 110,000,000株
発行済株式総数 27,716,100株 　
株 主 数 1,633名
大 株 主

株主名 所有株式数（株） 所有株式数
の割合

フレックスコーポレーション株式会社 11,448,800 41.31%

NORTHERN TRUST CO.（AVFC）RE
FIDELITY FUNDS 2,169,220 7.83%

株式会社ナマイ・アセットマネジメント 2,000,000 7.22%

JP MORGAN CHASE BANK 380634 1,321,500 4.77%

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託
オリエントコーポレーション口 再信託受託者
資産管理サービス信託銀行株式会社

1,296,000 4.68%

株式会社オリエントコーポレーション 1,296,000 4.68%

フレックス株式会社 844,800 3.05%

藤崎 慎一郎 821,800 2.97%

藤崎 真弘 821,800 2.97%

GOLDMAN, SACHS& CO.REG 545,600 1.97%

代表取締役社長 藤崎 清孝

取締役 藤野 千明
佐藤 俊司

藤崎 慎一郎
田島 伸和

社外取締役 梅野 晴一郎 上西 郁夫

取締役（監査等委員） 佐々木 耕司

社外取締役（監査等委員） 鮎川 眞昭 潮田 良三

東京都港区北青山二丁目5番8号
青山OMスクエア
https://www.aucnet.co.jp 環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


